
01

富山県産業技術研究開発センター
Toyama Industrial Technology Research and Development Center

　富山県の伝統的な工芸技法を取り入れて金属 3D プリンティングの新たな
可能性を見出すことを目的に、高岡地域で鋳造材として広く使用されている
青銅 (Cu-10 wt%Sn) のレーザ積層造形技術の開発を行ったところ、鋳造材を
遥かに上回る高密度体 ( 相対密度 : 99.9 % 以上 ) を得ることに成功しました。
　その活用事例として、レーザ積層造形で製作した板材に彫金や着色などの
伝統的な技法で加飾した試作品と、伝統工芸品である「花器」への適用例を
紹介します。高密度な青銅造形体は、鋳造材と同様な加飾が可能であること
が分かります。また、鋳造では作製困難な、薄肉の格子構造が幾何学的に配
列された特殊形状の花器が製作できました。このように、金属 3D プリンティ
ングにより製作された複雑形状の金属構造体に、当地域に長年蓄積された優
れた伝統工芸技法を組み合わせることで、従来にない、新たな付加価値を備
えた三次元構造体の創出が可能となりました。
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　「研究紹介」(pp.1-9) では、H29 年度
の研究成果を中心に、ものづくり研究
開発センター、生活工学研究所、機械
電子研究所から 9 テーマを紹介します。

「技術レポート」(pp.10-11) では、当セ
ンターが保有する設備による試験方法
についてご紹介します。
　最後に、今年度の当センタ研究職員
の受賞者・表彰者のご紹介とテクノシ
ンポジウム 2018 のご報告をさせてい
ただきます (p.12)。


